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　昨年の東日本大震災後を受け、政府全体でエネルギー政策の抜本的な見直しが行われている。原子力
発電への依存度をどこまで低減させるか、新たなエネルギーミックスをいかなるものとすべきか、また
このようなエネルギー政策の議論をどのように行い、国民的合意をどう形成するか。政府全体では新た
にエネルギー・環境会議が設けられ、今夏に「革新的エネルギー・環境戦略」を決定することとされて
いる。資源エネルギー庁においても総合資源エネルギー調査会に基本問題委員会を設置して、今夏に「新・
エネルギー基本計画」を策定すべく検討が行われている。
　現行のエネルギー基本計画においては、水素・燃料電池については、水素エネルギーを活用した社会
システムを中長期的に構築すると位置付けられている。ひと頃のように「水素社会」というかけ声が聞
かれなくなって久しいが、エネルギー供給源の多様性、地球温暖化問題への対応、何よりガス管、石油
精製所など既存のインフラの活用も行うことの出来る現実性も勘案すると、エネルギー政策の見直しが
どのような方向で進められようとも、中長期的に水素利用の拡大を進めるという方向が揺らぐことはな
いだろう。
　81年のムーンライト計画に始まる官民挙げた研究開発の結果、我が国の燃料電池産業は優れた技術力
を示しており、世界に先駆けて家庭用燃料電池（エネファーム）が市場投入されている。まだまだ高額
であるにも関わらず、平成23年度には前年度の2.6倍の約1.8万台の予算を計上した。震災以降の安全・
安心への志向を受けた一時的要因もあったかもしれないが、市場の自立化に向けた本格的な普及拡大
フェーズに入ったのではないかと実感している。
　本命はやはり燃料電池自動車である。燃料電池実用化推進協議会（FCCJ）において、産業界により
2025年に200万台という導入目標が掲げられており、これも踏まえ昨年の１月に自動車メーカー、エネ
ルギー事業者含む13社による2015年の燃料電池自動車の市場投入、それに先だった水素ステーションの
先行整備が宣言され、政府としても大いに期待をしているところである。
　本年度は水素ステーションの実証の締めくくりとして商用ステーションの実証を行い、いよいよ来年
度から水素ステーションの先行整備のフェーズに入る。燃料電池自動車を巡る日米欧韓の競争に勝ち抜
くためには、我が国でいち早く市場を確立、拡大させ、海外市場への進出を行う必要がある。いかなる
支援の枠組みが可能か今後検討をしていくこととしたい。
　また、家庭用燃料電池については、市場の自立化に向けたコストダウン策が必須である。JX日鉱日
石エネルギーの木村社長は2015年に50万円のコストまで引き下げると明言されているが、このようなド
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ラスティックなコストダウンには、弛まない技術開発が重要であり、部材供給メーカーの新規参入を促
進するための標準化の強力な推進も必要であろう。家庭用燃料電池の海外進出も睨むと我が国に止まら
ず国際標準を積極的に取っていくためのアクションが必要である。
　さらに、IT、蓄電池などの技術を活用しエネルギーの供給サイドのみに止まらずエネルギーの需要
サイドにも働きかけを行いながら効率的なエネルギーの利用を行う分散型のエネルギーシステムである
スマートコミュニティの構築が各地で進められている。課題となるのが民生部門のエネルギー消費の約
５割を占める熱をどう有効利用するかである。コジェネの活用に期待が高まっているが、スマートコミュ
ニティにおける燃料電池の存在感が十分ではない。特に、業務用燃料電池の競争力が十分にあるか再検
討する必要がある。
　一方、2030年には現在開発中である発電分野での水素利用の重要性が増すことが見込まれる。本年度
の新規予算として、2020年以降の実用化を目標に、「トリプルコンバインドサイクル発電システム」の
要素技術開発が開始される。既存のガス・蒸気タービンコンバインドサイクルに固体酸化物形燃料電池
（SOFC）を組み合わせることにより、発電効率を20ポイントアップする画期的な技術である。石炭を
ガス化させ燃料電池を組み合わせた石炭ガス化燃料電池複合発電システム（IGFC）の技術も2030年頃
の実用化を目標に技術開発が行われている。
　最後に、このような水素利用の拡大の前提として、水素の安定供給の確保、低コスト化に向けた取組
も必要である。ガス田における改質や褐炭改質の技術も確立しており、水素の安定的な海外調達に向け
て水素貯蔵、運搬技術の開発が不可欠である。
　以上述べたとおり、水素・燃料電池に関する課題は山積している。燃料電池は我が国における官民協
力の最も成功した事例の一つである。今夏の戦略の取りまとめに向けて官民で水素エネルギーの活用に
向けた課題について率直な議論を行い、今後の展望を整理したいと考えている。エネルギーについて抜
本的な議論が行われている今こそもう一度水素エネルギーの可能性について考え、力を発揮いただくよ
う関係各位にお願い申し上げて巻頭言を終えたい。
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